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ありがとう　その一言が　うれしいな（人権尊重週間入選標語　城西中学校１年　陣内　彩夏さんの作品）
じんのうち あや か

　

今
回
は
検
証
・
検
討
の
対
象

と
し
て
い
る
「
新
病
院
基
本
構

想
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。策

定
の
経
緯

　

市
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
多
様

化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
す
る
中
で
、
市
立
病
院

が
担
う
役
割
の
重
要
性
が
増
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市
は
「
市

病
院
事
業
運
営
審
議
会
」（
会

長
・
桑
野
信
彦
九
州
大
学
医
学

部
長
＝
当
時
）
か
ら
の
答
申
な

ど
に
基
づ
き
、
平
成　

年　
１７

１２

月
、「
こ
ど
も
病
院
・
感
染
症
セ

ン
タ
ー
」（
中
央
区
唐
人
町
）

と
「
市
民
病
院
」（
博
多
区
吉

塚
本
町
）
を
移
転
統
合
し
、
医

療
機
能
を
再
編
し
た
新
市
立
病

院
を
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
に
建

設
す
る
内
容
の
「
新
病
院
基
本

構
想
」
を
と
り
ま
と
め
ま
し

た
。

　

こ
の
構
想
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
意
見
等
を
踏
ま
え
て

検
討
・
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
一
方
で
、
市
民
に
十
分
な

理
解
を
得
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
、
客
観
的
な
観
点

か
ら
検
証
し
、
必
要
な
検
討
を

行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

市
立
病
院
の
現
状
と
課
題

　

こ
ど
も
病
院
・
感
染
症
セ
ン

タ
ー
（
小
児
病
床
１
９
０
床
・

感
染
症
病
床　

床
）
は
、
小
児

２４

の
高
度
専
門
医
療
機
関
と
し
て

先
天
性
心
疾
患
な
ど
の
患
者
を
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息づくまち。
アイランドシティ

受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、
病
床

数
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
ま

た
、
産
科
が
併
設
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
高
齢
出
産
な
ど
ニ
ー

ズ
の
高
い
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
リ
ス

ク
分
娩
に
対
応
で
き
な
い
状
況

で
す
。

　

市
民
病
院
（
一
般
病
床
２
０

０
床
）
は
、
地
域
に
不
足
す
る

高
度
専
門
医
療
、
特
に
肝
臓
・

腎
臓
の
疾
患
に
対
し
て
専
門
的

医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
は
、「
が
ん
」
は
も
と
よ

り
救
命
救
急
の
基
盤
と
な
る
脳

・
心
臓
・
循
環
器
等
の
疾
患
に

対
応
で
き
る
体
制
の
充
実
・
強

化
が
課
題
で
す
。

　

両
病
院
と
も
に
比
較
的
小
規

模
で
あ
り
、
統
合
に
よ
り
経
営

効
率
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
特
に
こ
ど
も
病
院

は
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
建
て
直
し
が
必
要

な
時
期
を
迎
え
ま
す
。

候
補
地
を
選
定
し
た
基
準

　

建
設
予
定
地
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
土
地
の
広
さ
、
取
得
可

能
な
時
期
な
ど
か
ら
九
州
大
学

六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
、
ア

イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
、
伊
都
区
画

整
理
区
域
内
の
３
か
所
に
絞
り

込
み
、
全
市
的
な
医
療
機
能
の

配
置
バ
ラ
ン
ス
、
療
養
環
境
の

確
保
、
拡
張
性
、
関
連
施
設
の

立
地
可
能
性
な
ど
の
視
点
で
比

較
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
特

に
、
▽
全
市
的
な
医
療
機
能
の

配
置
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
や
母
体
・
新
生
児
に
総
合
的

に
対
応
で
き
る 
周 
産
期
医
療
セ

＊

ン
タ
ー
が
市
の
中
央
部
と
西
南

部
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
東
部
地
区
へ
立
地
す
る
こ

と
で
全
市
的
な
医
療
体
制
の
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
▽
小
児
医

療
に
と
っ
て
必
要
な
ア
メ
ニ
テ

ィ
（
療
養
環
境
）
の
面
で
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
「
憩
い
」
や

「
や
す
ら
ぎ
」
の
空
間
が
、
隣

接
す
る
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
中

央
公
園
や
周
辺
等
に
確
保
可
能

な
こ
と
─
な
ど
を
総
合
的
に
勘

案
し
た
結
果
、
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
を
建
設
予
定
地
と
し
て
選

定
し
た
も
の
で
す
。

新
病
院
の
特
徴

　

■
次
世
代
を
育
成
す
る
「
成

育
医
療
」

　

○
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
や
低
体

重
児
出
産
に
対
応
す
る
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

　

○
疾
患
を
持
っ

た
子
ど
も
の
成
長

に
伴
う
継
続
的
支

援
　

○
子
ど
も
の
心

の
問
題
に
も
幅
広

く
対
応

　

■
市
民
の
安
全

安
心
を
守
る
「
危

機
管
理
医
療
」

　

○
３
６
５
日　
２４

時
間
対
応
す
る
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー

　

○
感
染
症
医
療

セ
ン
タ
ー

　

○
災
害
拠
点
病

院

　

■
ア
ジ
ア
へ
発
信
す
る
「
高

度
医
療
」

　

○
高
度
先
進
医
療
（
肝
臓
病

セ
ン
タ
ー
、
循
環
器
セ
ン
タ

ー
、
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

　

○
ア
ジ
ア
の
患
者
の
受
け
入

れ
や
ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
研

修
員
等
の
受
け
入
れ

　

＊
周
産
期
医
療
＝
妊
娠
、
出

産
か
ら
新
生
児
に
至
る
総
合
的

な
医
療
の
こ
と

　

【
問
合
せ
先
】

　

市
立
病
院
担
当
（
緯
７
１
１

・
４
２
７
１
Ⓕ
７
３
３
・
５
５

３
５　

メ
ー
ルb

y
o
in
.P
H

W
B
@
city.fukuoka.jp

）

　

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
事
業
検

討
担
当
（
緯
７
１
１
・
４
０
３

０
Ⓕ
７
３
３
・
５
３
０
３　

メ

ー
ルislan

d-k
en
to.G

A
P

B
@
city.fukuoka.jp

）

新
病
院
基
本
構
想
の
概
要

市
立
病
院
統
合
移
転
事
業
の
検
証
・
検
討

■施設概要■
○建設予定地
　アイランドシティ中央
公園西隣

○敷地面積　約５０,０００㎡
○延べ床面積
　約４５,０００㎡
○病床数　４１４〜４７０床程
度

「
子
育
て
」を
テ
ー
マ
に 

語
り
合
う

　

吉
田
市
長
が
直
接
市
民
の
声

を
聞
き
、
市
民
と
一
緒
に
福
岡

の
ま
ち
の
あ
り
方
を
考
え
る
対

話
集
会
「
聞
き
た
か
け
ん
」
の

１
回
目
が
、
田
村
老
人
い
こ
い

の
家
（
早
良
区
田
村
四
丁
目
）

で
４
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し

２６

た
。

　

会
場
に
は
、
子
育
て
交
流
サ

ロ
ン
「
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
た
む

ら
」
を
訪
れ
た
親
子
や
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
（
支
援
者
）
が
数

多
く
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン

は
、
田
村
老
人
い
こ
い
の
家
と

隣
接
す
る
公
園
内
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
会
場
に
し
て
、
月
２
回
開

設
し
て
お
り
、
ま
ず
は
市
長
が

そ
の
活
動
を
見
学
。
市
長
は
サ

ポ
ー
タ
ー
か
ら
話
を
聞
い
た

り
、
青
空
の
下
で
遊
ぶ
親
子
に

気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
約

　

組
の
親
子
を
交
え
て
、「
子

１５育
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
長

と
の
対
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。

子
育
て
の
理
想
は 

地
域
の
協
力
体
制

　

「
に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
た
む

ら
」
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
田

村
公
民
館
館
長
の
平
井 
信
孚 
さ

の
ぶ
た
か

ん（　

）が
、
子
育
て
交
流
サ
ロ

７４
ン
の
活
動
を
説
明
。「
校
区
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
好
意
で
会
場
を

借
り
た
り
、
近
く
の
保
育
園
の

保
育
士
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら

っ
た
り
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
」
と
地
域
全
体
の
協
力
が
あ

っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
強
調

し
ま
し
た
。

　

「
人
見
知
り
し
て
い
た
子

が
、
こ
こ
に
来
る
よ
う
に
な
っ

て
友
達
が
で
き
た
」
と
言
う
の

は
、
２
歳
に
な
る
な
な
み
ち
ゃ

ん
と
参
加
し
た
佐
藤
か
お
り
さ

ん
（　

）。
子
ど
も
同
士
が
仲

３６

良
く
な
る
の
を
き
っ
か
け
に
お

母
さ
ん
同
士
も
顔
見
知
り
に
な

り
、
子
育
て
に
疲
れ
た
と
き
な

ど
気
晴
ら
し
に
も
な
る
の
だ
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

子
育
て
マ
マ
の 

輪
が
広
が
っ
て

　

に
こ
に
こ
ラ
ン
ド
た
む
ら

で
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中

心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

は
、
保
育
士
を
し
て
い
る
赤
池

礼
子
さ
ん（　

）で
す
。

５６

　

「
サ
ロ
ン
に
参
加
し
て
い
る

お
母
さ
ん
た
ち
が
、
ス
ー
パ
ー

で
同
じ
年
ご
ろ
の
子
を
持
つ
お

母
さ
ん
に
も
声
を
掛
け
る
な
ど

参
加
者
の
輪
が
広
が
っ
て
、
昨

年
の
利
用
者
は
延
べ
１
０
０
０

人
を
超
え
ま
し
た
」
と
胸
を
張

り
ま
す
。

　

「
月
に
２
回
の
交
流
サ
ロ
ン

は
、
実
家
に
帰
る
よ
う
な
安
心

感
が
あ
る
」
や
「
も
っ
と
広
い

ス
ペ
ー
ス
が
ほ
し
い
」、「
サ
ポ

ー
タ
ー
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

課
題
」
と
い
っ
た
参
加
者
の
声

も
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
子
育
て
が
地
域
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
で
き
て
い
る

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た

子
育
て
の
輪
が
次
第
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
」

と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

参
加
グ
ル
ー
プ
を 

募
集
中

　

「
聞
き
た
か
け
ん
」
の
参
加

グ
ル
ー
プ
を
５
月　

日
（
必

２５

着
）
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

懇
談
テ
ー
マ
は
①
子
育
て
②
防

犯
・
防
災
③
福
祉
・
健
康
④
環

境
⑤
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
で
す
。
応
募
要
領
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
公
民

館
な
ど
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
問
合
せ
先
】

　

広
聴
課
（
緯
７
１
１
・
４
０

６
７
Ⓕ
７
３
３
・
５
５
８
０　

メ
ー
ルk

och
o.M
O
@
city

.fukuoka.jp

）

市民と市長との対話集会

市長が田村の子育て交流サロンを訪問

初の「聞きたかけん」開初の「聞きたかけん」開催催

田村老人いこいの家（早良区）で行われた第１回「聞きたかけん」では、
市民から積極的な質問や意見が出ました。後ろ姿が市長 　　　　　

市民の声に思わず笑みがこぼれる市長


